自然共生社会と風土―主体形成との関わりから by 亀山 純生
自然共生社会と風土―主体形成との関わりから
著者 亀山 純生
雑誌名 「エコ・フィロソフィ」研究　別冊 
号 6
ページ 127-130
発行年 2012-03
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00005193/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
自然共生社会と風土一主体形成との関わりから
東京農工大学　亀山純生
参考；尾関・亀山也編『儂）と共生の思想』儂林統計出版、20Hl総論・終章
　亀山『環境倫理と風土』（大月書店2005）、『人問と価値』（青木書店、1989）
（一）自然共生社会、風土に関する前提（亀山2005）
1　‘‘人間と自然の共生’1の4つの意味　　　　自然共生社会の倫理的理念
　　　①　人間と自然は互いに生かし生かされる関係にあるべきである
　　　②人間と自然は、対立しつつ互いを必要とする関係であるべきである、
　　　⑤人間と自然は異質であり互いに自立性をもつ価値的同等関係にあるべきである．
　　　①人間と自然は、一方だけでは不可能だった共同関係の内にあるべきである。
　★日本的自然観の現代化（特に、人間と自然のコミュニケーション関係）
2，人間自然共生のモデル・．基礎的場としての風土　　　広義の里山（海）のイメージ
　（1）風土の定義　　　　cr．和辻
　　　外延：風土は地域（ある地理的空間）の上地と歴史に関わる全事象の総体楓±の現象）
　　　内包：風±は、．地域における人々の共同による生活的自然との関わりの全体．
　　　　　　風十存立の核心は、関わりの生身1生（生業・マイナーサブシステンス）一一一広義の儂〉
　（2）風L（現象）の性格　　　★風±とは①②G④の全体としての」：地柄1孤dschaft
　　　　①人間の関わりを映す自然、　　　　　　　②自然との関わりを映す共同関係（社会）・文化、
　　　②風士は、過去を今に映す地域の歴史的空間④風⊥二は空間・行為に現れる「人間のありかた」
（二）現代の疎外克服の場としての風土　　　主体形成的意義1
　　　★現代日本の疎外の全面化（亀山1989）一一一生活の全領域でのカネ（市場）の支配・人間のモノ化
　　　　　　　1970年代から顕在化一精幸艮社会化・グローバル資本主義化で深刻化
　　　（1）生活環境の疎外：①人間の生活条件の全面的商品化（衣食住から教育・育児・介護まで）、
　　　　　　　　　　　　　　　②市場の支配で自然環境破壊、文化的・社会的環境のモノ化　　③制度・
糸目目哉｛フ）拍∬Efヒ
　　　（2）生活活動の疎外　　〔L個人の自由と†体性の喪失　自由の名による選択の強制◆」受容的構え”
　　　　（3）ノ澗らしさの疎外：①目的意識、創造1生、共同性、感情の豊かさの喪失、②能力の一面化、⑤
　　　　　　　　　　　　　　　　身体能力・健康の阻害、④意味（生きがい）の喪失、
　　　　（4）人間そのものの疎外；①人間のアトム化、②他者に無関心、③利己主義と他者の手段化、④人
　　　　　　　　　　　　　　　　　間関係敵対，
　　　　（5）欲求の疎外：①欲求における日的と手段の転倒償幣欲求が象徴）、②欲求の量化と質的欲求
　　　　　　　　　　　　　の衰退、
　　　　　　　　　　　　　　③欲求の貧困化、④欲求の利己主義化
　　　→→心身の慢性疲労・疲弊→ノ澗の生きる力の弱体化
　　　　　一一“癒し”“元気回復“の場としての里山・（農〉ソ）体験
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自然の開放・解放感、ノ＼間関係の落ち首き感、人間自然一体の安心感・…　　、
（三）現代日本の疎外の新段階一一一疎外の窮極：“人間の危機”
　　　　　　　　　　　　　　一一一“孤人（主義）”化が生む“人間基礎力”融解の危機
1．伯己チュご1→「引きこも杜が象徴する“孤人庄義）化”傾向の進Z「’
　UD　90年代に表出する“自己チュー”問題一　　他者と現蘂惑の希薄化一独我論’的世界
　　　　　］995オウム真理教事件，虚構と現実の反転1997酒鬼薔薇事件：ノvを殺すのCま悪い？（他者のリ
　　　　　　ァリテイ不在）
　（2）LOOO年代「引きこもり」の表出と進行　　　内閣府2010年2月・若者（15～39才）調査（朝El新聞
2010，7．24）
　　　　　この半年間家から出なかった者　　　　　　　　70万ノk　（1．8e・）
　　　　　引きこもろ気持ちが理解・したいと思った者　　155万人（4．0％）
2．「高度消費社会」に構造的な“孤人（主義）化“傾向と今日的特徴
　　　　　　　　　　　　　　一般的な人問孤立（“無縁社会”、“孤族”）、高齢者の孤立との差異
　　（1）「高度消費社会」が“純粋培養’した青少年の“孤ノv化”
　　　　門脇卓司『社会力を育てる』岩波新書（2010）など．
　　　　7（1年代以後の子供世界ぴ）諸問題の根底に「非社会化」傾向
　　　　　　　いじめ、不登校、キレる暴行、引きこもり、テレビ依存、薬物依存、自傷…　　、
　　　一一一非社会化＝コミュニケーション不全・対人関係を忌避し一人世界を好む順向
　　　　　　　L澗題”児の心象風景に象徴：無機質素材　生きた人間不在
　　　→→1970代以後の全体的特徴：「他者の喪失」と「現実の喪失」→→関わり・人間関係の重要さ
　　（2）現代の“孤人fビは「みんなぼっち」（関係の中の“孤人化”）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊泉周治『若者の社会学』はるか書房、2010
　　　　人間関係（つながり）重視、ルール尊重の“道徳的若者”（“よい子”）　　　携帯のネット
　　　　だが、みんなと一緒で（つながっていて）バラバラ（“ヤマアラシの友情”、沈黙のマンガ喫茶モデ
ル）
→r孤独感なき“孤立”　　　他者も自己も世界もリアリティ希薄
　　　★単に、人問関係・関わり重視を言うのは無意味　　　関わりの質が問題
3．“孤人化”＝“人間の危機”のデススパイラル構造一一一モデル的に、
　　（1）“孤人化”が生む“人間の危機”（人間疎外の新段階）
　　　　　①　　“倫理融解”　　　他者不在なら、倫理の基本：他者に迷惑かけるな（殺すな）は無意味
　　　　　　一一一社会倫理・規範の存在も、道徳性（人間固有の能力）の欠如一一一“人類史的危機”②
　　　　他者との交流不在→自己の喪失（不在）→身体感覚の希薄化→世界のリアリティ喪失
　　　　　　　自己感覚と身体感覚の不可分性、身体力も対人交流の中で形成，　ex．カプセルの幼児
　　　　　★他者感覚・自己感覚・身体力“不在”は、人間存在の最小限要件の非存存’
　　　　　→“人間そのもの”の危機＝人問の非人間化　　機械的空間の中でバラバラに動くカラダと
　　　　　　　ンコ　・　…
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（2）疎外克服の主体的展望の崩壊
　工疎外状態の当たO前化
　　疎外克服（＝抑圧・喪失の苦痛一・人間性回復欲求）のシェーマ崩壊　　　cf．　Feuerbach
　　　　テコは苦痛から不満へ一一一人間らしい生活のイメージと体験的リアリティがあってこそ
　　　　　　　　　　　　疎外社会育ちは、それが当たり前？　　　マンションは“ふろさど’
　　現状の暮らLへの若者の満足（20代70％、高校生93％）　　図表（v・be
　　cf．不満は上昇社会だからこそ（古市憲寿『絶望の国の幸福な若者たち』）
　　　一一一t“孤ノ、イビ生活は、苦痛・f］く安があってもe’あたりまえ”？
　　　　　　自らは主体的に高度消費社会転換・疎外克服に向かわない一→疎外の深刻化
　　②“人間の危機’克服（のポイント）の回避
　　　　　“ノ＼問の危機”克服のポイントは共同性（．7y間問の交流）の形成
　　　　　他者・自己のリアリティ、身体力は、人間間の生身の交流のLPでこそ形成　　Cf．　Feuerbach
　　　　　肝心要の他者との交流・コミュニケーションが抑圧化・苦痛
　　　　　　　cf、“他者志向”（リースマン）も“まなざし地獄’（見田宗介）”つながり”不可避
　　　　　　　　　　も“　lt一だち地獄“
　　　　一・“孤人主義（一人がよい）”一→引きこもりへの潜在志向
　　　　　　　一→“人間の危機”の悪循環（デススパイラル）
（3）孤人化の世代的デススペイラル（孤人セ義の拡大再生産過程）
　LL孤人（主義）化”の第一世代は、「サンマ世代」（1970代）一→社会の中堅へ・子育て世代の中核
　　　“孤ノ＼主義”で育った子は？？一一一人間基礎力なお層脆弱化　　　cf．児童虐待問題
★“人間の危機”のデススパイラルは、モデルとしての考察一一一何が必要かの照射のために
　　　　前提：“みんなぼ’っちIT（“孤人化”）の凝縮モデルのL’引きこもり”が社会の主体なら
　　　　　　　　　　現実は男1きこもり”は圧倒的少数．だが、このまま深刻化すれば・・’フロム
　　　　　　　　　　の予言の教訓
　　　　共同を求める大多数の若者に将来的可能1生（ボランティア志向）
　　　cf．現代の若者（20代後半～）の幼少期80年代・田舎経験、親子キャンプ、親子劇場・・なお盛ん
　　　→幼少期に人問の基礎素質（他者感覚・R己感覚・身体力）が未形成なら？　孤人化の若い親
（四）“人間の危機”克服の戦略的方向と風土の意義
1　青少年の“／t＼問の危機”克服の中心課題
　　門脇2010：イ）「多様な他者との交流」（ネットワークの形成）
　　　　　　　　　ロ）「地域社会を新しい親密圏」に（コミュニティ形成）
　　　　　　当面の対応・ケアの意義も、戦田舗勺には、原理的困難
　　　　　　　　　　　　イ）　人間関係忌避する者が「他者との交流」をどう望む？
ロ）“孤バ志向の者が、コミュニティの上体となる？
一→“奄告l”の内発的な「他者と交流」・コミュニティへの主体的参加には媒介が必要
　　　　“孤人”の内発的欲求からスタート　　転成的欲求、　cf．展転相成・転悪成善
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2．“孤人（Ll義）化”を転換する風十的社会（（農〉の暮らし）の意義　　主体形成的意義II
　　（1）疎外・“孤ノごゆえの自然志向（内発的欲求）　自然体験ブーム、田舎・里山ブーム…　　図表㊧
　　（2）濃の体験・…　必然的に他者との交流・共同を誘発（儂〉への欲求の転成的意義）
　　　　　　　　　　　　　　　植物・生き物との関わりの中で他者との共同の充実感・“喜び“
　　　　→→儂ノにおける共同の意義の〈わかりやすさ〉・リアリティ
　　　　　　　　　　　身体ごとの関わり→他者のリアリティ、顔の見える他者関係、身体力のリアリティ、
　　　　　　　　　　　　自己の活動と成果の実感（収穫の喜び等）→自己存在のリアリテイ
　　　ー一儂〉から、実感できる他者との共同関係への意欲→→コミュニティへの主体的関与
　　　　　　　cf．都市部でのコミュニティ形成のテコとしての自然保護（→サトヤマ）→風土再生
3．儂〉がもっ人間の基礎素質形成回復）の原理的意義一一一幼少期の儂〉体験の意義
　　（1）生身での自然（生き物・土地）との関わり→身体カー一一目的意識、共同の中でより強化
　　（2）自然の不思議・自立性・偶然性（不如意性）→探求心・想像力・創造力、熟慮、忍耐力
　　　　　　　　　〈農〉の〈待つ文化〉、自然のリズムと身体（生命）が共振する活動
　　（3）共同作業、協力の不可欠1生一〉自他の個卜生と存在のイミ・∫避的承認　　（」セ同性のセンス）
　　　　　　　　　　　　　　　　　言語能力・コミュニケーションカ
　　（4）プロセスの（不安〉と収穫の喜び→達成感（白己実現と円己確認）、感動のセンス
　　（5）－L地・全体的自然一の配慮、伝統・先達の不可欠性
　　　　　一自然との共生、人間共生、一ヒ地の歴史と文化伝統の不可欠性へのセンス、歴史的センス
　　★儂〉は、歴史的ノ澗形成（→文化）における〈労働〉の意義のポイントを内包
　　★幼少期の〈農〉のf本験：“系統発牛を個体発生で繰り返す”意義
　　　　一一一幼少期の「基礎経験の成人における意義：人間の基礎センス→複雑な関係で共同（孤人化回
避）の内的基盤
　　★儂〉の幼少期儂♪体験が、　層儂〉に関心・儂〉への欲求：
　　　　農山村来訪経験者は80×90％が再訪志向、未経験者は60％以上は無関心（国交省2008）　　図表㊧
4．自然共生社会実現の戦略的ポイント
　　　　疎外（→八間の危機’）克服の社会戦略として風一L再生・〈農〉の政策的位置づけの重要さ
　　　　　一一一餅量、健康・安全・セーフティネット、環境・国土保全の視【5からもb儂〉の（経済学的）
再言］三イ面（ノ）意義
　　（1）風士（（農〉がH常生活に組み込まれるライフスタイル）実現とその社会的条件の整備
　　　　　　　　棚田オーナー、半農半X、→“関東の山を都市民の里山化”構想？・’→人口の分散・地
方で暮らせる
　　（2）50年後を見据えて、児童の教育課程に儂〉を組み込む風」一教育カリキュラム
　　　　　　Cf．木更津社会館保育園の実践（斉藤道子『里山ソ子が行く』農文協、2009）年間60日
　　（3）風十的地域社会・儂〉を基礎とする新・福祉国家路線一一一新自由主義路線への基本的対抗
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